
シミュレーションゲーム 

中学生向け独占禁止法教室の授業内容（例） 

クラスを家電量販店
グループと消費者グ
ループに分ける 

家電量販店 消費者 

１ ２ ４ 家電量販店グループ
はより消費者を獲得で
きる競争カードを選ぶ 

２０％ 
ポイント 

３年間
保証 

消費者グループは販
売方法を見て，どの
店から買うか選択 

Ａ店から 
買いたい 

Ｃ店から 
買いたい 

５ 競争カード（○円値引
き，○年間保証など）
で，競争がある市場
のメリットを実感 

・より安い価格で購入できる 

・サービスが充実する など 

・消費者利益の確保 
・日本経済の活性化・発展 

３ Ａ店は１万円値下げ，
Ｂ店は２０％ポイント
など販売方法を提示 

６ 裏の手カード（独占，
カルテルなど）で，競
争がない市場のデメ
リットを実感 

・良い商品が開発されない 

・価格が高いまま   など 

７ 競争がない市場（カ
ルテルなど）について
身近な事例を紹介 

事例紹介 模擬立入検査 

８ カルテルを行っている
おそれのある家電量
販店に模擬立入検査 

これは協定
書ですね！ 

修学旅行 
カルテル 

「教育支援」サイト 

http://www.jftc.go.jp/demae/jyugyou.html 

・消費者に不利益 
・日本経済の発展の妨げ 



独占禁止法教室の開催状況の推移 
（校） （名） 
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平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 

中学校 高等学校 大学 生徒数合計 

  中 学 高 校 大 学 合 計 

開催校数    32       9        55         96 

クラス数    79      20        55       154 

参加人数  2,350    688    4,600     7,638 

平成23年度独占禁止法教室の開催実績 


